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１．はじめに 

横浜市の下水道施設は、昭和 34 年度から整備が始まり供用から 50 年を超える施設が増えているため、老

朽化対策として施設の再構築が喫緊の課題となっている。特にポンプ場については、市街地に整備されてい

ることが多く、更新時における機能停止や代替機能の確保が困難であること、また市民利用施設としての機

能を有することもあることから、長年の懸案事項となっており検討が進んでいなかった。 

 そこで、すべての汚水中継ポンプ場及び雨水排水ポンプ場で現実的な再構築構想を立案すべく、平成 30

年度に制約条件等を整理し、令和元年度に原位置更新だけでなく、移転・統廃合等を含めたポンプ場の配置

検討及び幹線系統の再構築構想をとりまとめた。 

 本稿では、横浜市南部処理区における 4 ポンプ場の再構築構想の検討事例を紹介する。 

  

２．検討対象のポンプ場における現状と課題 

横浜市において稼働中のポンプ場は 26 施設あるが、本検討では吉野ポンプ場、万世ポンプ場、磯子ポン

プ場、磯子第二ポンプ場の 4 施設（総排水面積約

800ha）を対象とする。ポンプ場及び主要幹線の位置

関係を図－1 に示す。各ポンプ場で共通する主な課題

は、耐震性能で耐力不足箇所があること、現有敷地に

余裕がないこと、ポンプ稼働時における排気ガス、臭

気等による近隣住民への影響等が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検討案 

各ポンプ場の課題等の条件を考慮し、本検討において設定した再構築方針の比較案を表－2 に、各案の概

要図を表－3 に示す。 

 

 

 

 

 

図－1 ポンプ場及び幹線系統図 

表－1 検討対象ポンプ場の主な諸元 

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 案① 案② 案③

吉野 廃止（磯子第二へ統合）

万世 原位置再構築（規模縮小）

磯子

磯子第二

移転再構築（近隣公園内）

廃止（磯子第二へ統合）

廃止（磯子第二へ統合）

原位置再構築（各廃止ポンプ場分を負担）

表－2 再構築方針 

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 運転開始 敷地面積 現有揚水能力
流入渠管径

(管底高：TP）
放流先

吉野
H元年3月

（31年経過）
1,490㎡ 20.3㎥/s

φ3250mm
（-15.129m）

大岡川・中村川
（二級河川）

万世
S62年10月
（32年経過）

3,000㎡ 20.7㎥/s
φ3000mm

（-24.099m）
中村川

（二級河川）

磯子
S40年7月

（54年経過）
4,960㎡ 42.2㎥/s

△44001111
×4400mm
（-9.167m）

東京湾

磯子第二
H12年3月

（20年経過）
31,540㎡ 25.3㎥/s

φ4000mm
（-20.607m）

東京湾



案① 案② 案③

万世P

（更新）

磯子第2P

101R

35R2.3

02R 11-2

R11.3

15.5R

吉野P

（移設）

磯子P

（廃止）

根岸馬場町公園

（両発進立坑）

磯子第2P

101R

35R2.3
31R100

R11.3

15.5R

磯子P

（廃止）

吉野P

（移設）
万世P

（廃止）

根岸馬場町公園

（両発進立坑）

吉野P

（廃止）
万世P

（廃止）

磯子P

（廃止）
磯子第2P

101R

35R2.3
31R100

02R11

15.5R

根岸馬場町公園

（両発進立坑）
街区公園

(発進立坑候補地)

街区公園

(発進立坑候補地)
街区公園

(発進立坑候補地)

磯子第二P

国道16号

掘割川

中村川
大岡川

国道16号

掘割川

中村川大岡川

磯子第二P

国道16号

掘割川

中村川大岡川

磯子第二P

 

４．検討結果 

（１）基本条件の検討（既存施設の流下能力及び貯留効果の検証） 

当該処理区は合流改善計画に基づき既設雨水吐の改良事業が行われていることを考慮し、ポンプ場の統廃

合による幹線計画を検討するにあたっては、現状を踏まえた既存施設の能力評価を行った。なお、自然排水

区とポンプ排水区の境界は、ほぼ事業計画どおりであるため、流量計算における排水面積の修正は行わない

ものとした。 

１）幹線 

合流幹線の能力不足区間は主に局所的に管勾配が小さくなっている区間であり、影響範囲は広くないこと

を確認した。増強幹線部では、万世ポンプ場へ流入する浦舟雨水幹線の能力不足がみられた。その他の幹線

でも一部能力不足区間があるものの、影響は小さいと考えられる。浦舟雨水幹線については貯留管が 4 本接

続し、オリフィスによる流出抑制も行われているため、バイパス等の対策が必要と考えられる。 

２）貯留施設（万世ポンプ場流域） 

万世ポンプ場流域に存在する貯留施設について、分水人孔から一定量が遮集されると仮定したハイドログ

ラフを与え、シミュレーション（MOUSE）を行った。この結果、4 幹線のうち 3 幹線が容量不足となった

ため、オリフィス断面の変更を検討した。なお、計算にあたっては、下流からの背水の影響はないと仮定し

（潜りオリフィス状態にならない）、貯留最大水位を最上流部貯留管の管頂レベル程度とした。接続する幹線

の流量計算においては、貯留管からの放流量はピーク値で固定している。 

３）案１における万世ポンプ場流域の貯留化検討（伊勢佐木雨水幹線+万世ポンプ場） 

万世ポンプ場においては、周辺住民に対する排煙対策を考慮し、浦舟幹線流域の上流部を吉野ポンプ場へ

下流部を磯子第二ポンプ場へ流域変更した上で、高圧受電による買電で対応できる排水量（5.16m3/sec）に

よる放流と伊勢佐木雨水幹線の貯留化を検討した。万世ポンプ場のポンプ井及び伊勢佐木雨水幹線系統のシ

ミュレーション（MOUSE）を行った結果、伊勢佐木雨水幹線は比較的流入箇所が少ない上、幹線延長が長

い特徴があり、貯留施設として活用できる結果となった。 

４）案１における吉野ポンプ場流域の貯留化検討（大岡川左岸雨水幹線＋吉野ポンプ場） 

移転後における新吉野ポンプ場の規模検討にあたり、吉野ポンプ場流域の貯留化を検討した結果、大岡川

左岸雨水幹線においては流入量が多く幹線区間での能力不足があり、貯留容量の確保が困難であった。 

以上の検討により、各比較検討案のポンプ場流入量を次頁の表－4 のとおり設定した。 

（２）幹線ルートの検討結果（布設位置及び深度） 

ポンプ場周辺を掘割川沿いに南北に縦断する国道 16 号線には共同溝が埋設されていることもあり、磯子

表－3 各案概要図 



第二ポンプ場への新規幹線の布設位置としては、対岸に位置する市道を活用することを基本とした。布設深

度については、主要インフラ施設のほか横浜市営地下鉄等の重要地下埋設物が輻輳し、かつ首都高速狩場線

が並走する状況であるため、土被りで概ね 30ｍから 40ｍ前後となった。 

（３）ポンプ施設の検討結果 

各案について、ポンプ施設の施設計画、容量・水理計算を行い、ポンプ規模・割付等の検討を行った。新

ポンプ場の諸元、ポンプ規模を表－4 に示す。 

 

 

（４）比較評価 

（３）までの検討を踏まえ、概算事業費（建設費）を算出した結果を、課題と共に表－5 に整理した。 

経済性では案①が優位となるが、吉野ポンプ場の移転並びに万世ポンプ場の現位置更新には多くの課題が

あり、かつ再構築後の維持管理を見据えると設備及び人員の集約が可能な磯子第二ポンプ場に統合する案③

が有利と考え、最終決定案とした。最後に案③に

おける磯子第二ポンプ場の概略配置図を図－2 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．終わりに 

本検討では、南部処理区の 4 ポンプ場について、概略の試算により再構築の方向性を検討したものである。

今後の展開として、気候変動も踏まえた将来的な必要施設規模や施工方法、並びに新技術の適用によるコス

ト縮減策等を詳細に検討し、ポンプ場及び幹線の施工順序、市内全ポンプ場を考慮した事業費の平準化、LCC

等も考慮したうえで、より効率的かつ計画的に再構築を進めていくことが肝要であると考えている。 

 

問い合わせ先：横浜市環境創造局下水道施設整備課 〒231-0005 横浜市中区本町 6 丁目 50 番地の 10 

       TEL : 045-671-2850 mail : ks-shisetsuseibi@city.yokohama.jp 

計画流入量： 22.98㎥/s ポンプ規模 計画流入量： 18.56㎥/s ポンプ規模
流入渠管径： φ3,750mm 流入渠管径： φ3,500mm
  〃  管底高： -31.75M   〃  管底高： -31.25M
計画流入量： 5.16㎥/s ポンプ規模
流入渠管径： φ2,200mm
  〃  管底高： -23.05M
計画流入量： 52.41㎥/s ポンプ規模 計画流入量： 66.59㎥/s ポンプ規模 計画流入量： 76.69㎥/s ポンプ規模
流入渠管径： φ5,250mm 流入渠管径： φ5,500mm 流入渠管径： φ6,000mm
  〃  管底高： -42.81M   〃  管底高： -43.72M   〃  管底高： -44.97M

揚程：37.2 m
口径：2,000 mm×2台
揚程：36.7 m

案① 案② 案③

万世
ポンプ場

－ －口径：1,100 mm×2台
揚程：27.4 m

吉野
ポンプ場

－口径：1,800 mm×3台

口径：2,000 mm×6台
揚程：48.4 m

口径：2,000 mm×7台
揚程：49.3 m

磯子第二
ポンプ場 口径：2,000 mm×8台

揚程：50.6 m

区　分 案① 案② 案③

幹　線 87億円 108億円 145億円

吉野P 149億円 135億円 －

万世P 26億円 － －

磯子第二P 515億円 597億円 683億円

合計 777億円 840億円 828億円

課題

万世P：
✖敷地が狭小で施工難易度が高い
吉野P：
▲ポンプ場移転に伴い公園用地が縮小される
▲公園内の既存構造物も施工時の支障となる
▲放流渠が雨水調整池流出渠と平面的に重なる
磯子第二P：
▲付近にヨット係留施設があり、放流に配慮が必要
▲所定用地での建設は可能と考えられるが、
　 施工ヤード等の詳細検討が必要

概算
事業費

表－5 概算事業費及び課題 

表－4 新ポンプ場緒元 

図－2 磯子第二ポンプ場配置図 


